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はじめに 

 

 生命保険会社の戦略について研究を行う。 

 研究の動機として保険業界が大きな転換期を迎えていることが分かったからである。病気や事故など

のリスクに備え支払われる保険料は保険会社の収益の柱であり保険会社が生き残るには必要不可欠であ

る。だが、人工知能（ＡＩ）で膨大な情報を分析する「デジタル革命」により、企業や消費者はリスクを

より早く、正確に予見できるようになる。「予知できれば保険はいらない」。そんな時代の到来がにわかに

現実味を帯びる中、業界は変革を迫られていて、どうしたらこういった問題を解決できるか保険会社の

生き残り戦略として研究したいと思ったからである。 

 

「日本生命保険・第一生命保険・明治安田生命保険・住友生命保険」の 4 大生命保険会社の特徴を紹介

するとともに、業績、社風などの違いを比較する 

 

1 章 生命保険とは 

 

生命保険とは生命保険とは大勢の人で公平に保険料を負担しあい、その中からもしもの時に、保険金や

給付金（以下、「保険金等」という）を支払うことを約束したものである。「もしも」とは、死亡や生きて

いる間に病気にかかるリスクのことを指し、生命保険は、生活と家族のために備えるものと言える。 

生命保険は、保険金等がどのように支払われるかによって、「死亡保険」「生存保険」「生死混合保険」

と「それ以外の保険」の４つに分類することができる。ここで言う「生命保険」とは、死亡保険だけでは

なく、医療保険やがん保険、学資保険、年金保険など、生命保険会社が広く一般に販売している商品全般

を指す。 

生命保険の種類は主に 4 つに分類される。死亡保険は、保険の対象者（以下被保険者）が死亡または約

款に定められた高度障害になったときに保険金が支払われる。主に「定期保険」と「終身保険」に分けら

れる。定期保険は保障の期間が決められている保険で、期間が過ぎて生存していた場合は、保険金は支払

われず、かけた保険料は戻ってこない。いわゆる「掛捨て保険」です。保険料はその分安く、大きな保障

を得られるのが定期保険の特徴である。 

「終身保険」は保険期間が一生涯となる。死亡したら保険金が必ず支払われるため、保険料の一部を積

立てられる。保険料は定期保険より高めとなる。商品によっては、定期保険と終身保険を組み合わせた

「定期付き終身保険」や、さまざまな特約を付けることにより死亡以外のリスクにも対応できる死亡保

険もある。 
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２章 命保険とネット生保  

戦後の日本の生命保険業のマーケティングは、他の財、サービスにおける一般的なそれ とは一線を画

す。マーケティングにおける競争手段としては、マッカシー(McCarthy)のマーケティングミックス 4P 

が代表的である。4P とは、Product(製品)、Price(価格)、Place(流 通)、Promotion(プロモーション)の

頭文字をとったもので、新商品の開発、価格の引き下げ、 販売チャネルの拡大、広告や広報によるプロ

モーションなどが対応する例としてあげられ る。 日本の生命保険業は、定義でも簡単に触れたが、主と

してプロモーションの一環である 販売員活動とそれによる販売チャネルの拡充によって競争を繰り広

げていた。この背景に は、商品と保険率の厳しい認可制による「同一商品同一価格」があったためであ

る。これは、大手生命保険会社が、顧客の保険ニーズを「同じライフステージにある人は同じニー ズを

持つ」ととらえていたことも示唆している。したがって、各大手生命保険会社は、大 量の生保レディと

呼ばれる保険外交員を雇用し、縁故や紹介など、保険外交員の人的ネッ トワークによる新規契約獲得を

焦点に市場シェアの拡大に注力した。この戦略は GNP(義理、 人情、プレゼント)と比喩されることも

ある。いかに、保険が商品内容ではなく、顧客との 人間関係を重視し利用していたのかが伺える。 

3 章 保険とインターネット  

バブル経済の崩壊以降、財やサービスでは価格破壊が一種のトレンドとしておきた。し かし、保険法

の改正で自由化が進んだ保険業界では、ネット生保の価格破壊による競争の 激化は起こらなかった。順

調に成長していくと思われたネット生保だが、ライフネット生 命の 2013 年下期は、新規契約高が前年

割れをおこした。ネット生保は多様化するライフス タイル、高齢層と比較して経済的に余裕がない若年

層の潜在需要にあった商品、価格、流 通チャネルを供給している。しかし、他の業界ほど価格の低下に

よる影響はない。 

 

４章 まとめ 

 

デジタルトランスフォーメーション（DX）の進行を見越して、保険業界でも時代に取り残されないよ

うにあらゆる方法で AI の活用が進んでいる。 

近年では、伝統的な保険会社に加えてネット系保険会社の登場によって、その傾向はさらに進みつつあ

ります。それに伴い、私たち被保険者の利便性や保険料削減にも繋がっている。 

今後は、保険業界は今までよりもさらに個人のニーズに寄り添ったサービスへと変革していくのではな

いのではないか。 
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